
スタッフのつぶやき

院長 原田道彦 長野市篠ノ井東福寺3819
乳腺・甲状腺◆各種検診◆内科◆外科

受付時間 月 火 水 木 金 土

8：30～12：30 休 ● ● ● ● ◎

14：30～18：30 ● ● 休 ● ● 休

南ながの公園クリニック
休診日◆月曜午前/水曜午後/土曜午後/日曜/祝日
◎ 8:30～13:30（土曜日のみ）
初診の場合でもご予約をお取りしています。
お電話下さい。☎026-285-9209

事務の祢津です。
今気になっている「すり鉢」があります。
すり鉢は一見利き手問わず使えそうですが、
一般的なものは実は右利き設計だそうです。
検討しているものは左右どちらの方向に回しても
しっかりと櫛目にあたり滑らかにすれるという優れもの。
こんなものにも左利き用があるとは！

不便なことも多いですが、考え抜かれた使いやすい商品
に出会えた時の感動は一入です。

●今回は甲状腺ホルモンが多くなる甲状腺機能亢進症についてお話しします。
代表的なものとして原発性甲状腺機能亢進症＝バセドウ病があります。
バセドウ病は女性に多い病気で80％以上が女性です。
また20～50歳代に多く見られます。
●自分の甲状腺を攻撃する自己抗体により引き起こされる自己免疫疾患ですが、
なぜ甲状腺自己抗体ができるのかは分かっていません。
症状としては①甲状腺腫大、②眼球突出、③頻脈が有名ですが、
必ずしも全てが見られるわけではありません。
●また新陳代謝を高める甲状腺ホルモンが多くなるので、暑がり、
体重減少が見られます。その他には軟便や下痢、イライラ、
落ち着きのなさ、不眠、倦怠感、手指の震え等があります。
階段を少し昇っただけでも動悸や息切れがする、
ミミズがはったような字になった等で気がつくこともあります。
●診断は問診、触診や血液検査、超音波検査で容易に可能です。
治療は抗甲状腺薬を用いることが一般的ですが、
治療効果が不十分な場合は手術を行うこともあります。
また放射線内照射が選択されることもあります。

Dr.はらだのみちくさ～甲状腺について②～

看護師の山岸です。
私の母は農作業のできない
冬が嫌いで、冬の間はせっせと
「布ぞうり」を作ります。
今年も沢山作った中から
一番出来の良い物をもらってきました。
ずぼらな私のおそうじアイテムです。


